
予約
システム

対面での本人確認
が必要な手続では
予約をして来庁

次期モデルプロジェクトが目指すもの

申請
サイト

A 自宅で

・原則オンライン
・窓口では本人確認など
最小限の手続のみ

B 近場で
0123456789ABCDEF

氏名 番号 花子

平成元年 3月31日生

住所 ○○県□□市△△町◇丁目○番地▽▽号

1234

2025年 3月31日まで有効

性別 女

□□市長

C 窓口で

0123456789ABCDEF

氏名 番号 花子

平成元年 3月31日生

住所 ○○県□□市△△町◇丁目○番地▽▽号

1234

2025年 3月31日まで有効

性別 女

□□市長

目
指
す
姿

①住民の希望に沿った窓口の実現

原則オンライン、
窓口手続は最小限

丁寧な窓口対応を希
望する住民に寄り添
える体制の構築

0123456789ABCDEF

氏名 番号 花子

平成元年 3月31日生

住所 ○○県□□市△△町◇丁目○番地▽▽号

1234

2025年 3月31日まで有効

性別 女

□□市長

手続の方法や場所を確認

住民

・複数の「ライフイベント別
ワンストップ窓口」

・丁寧な相談対応が
可能な体制

住民への周知により、
オンライン手続を働きかけ

②職員の時間を生み出す業務フロー

フロントヤード
↔バックヤードの
データ連携強化

データ分析の活用に
よる窓口業務の改善・
企画立案業務の充実

0

申請データ等の分析・活用により
処理状況・課題の「見える化」

窓口業務の改善
（例）来庁者数の実態を踏まえた受付時間の変更などによる

業務ミーティングの時間確保等

都道府県と管内
市町村が連携して、
システムの共同
利用・調達

各種データを
分析・活用
した企画立案

データ連携の徹底・
人手を介さない業務
フローの実現

例： 申請情報の自動入力、
審査、通知システム等

標準準拠
システム

人的資源の
最適配置

※ 本図は実際のネットワーク構成を反映したものではなく、あくまでイメージです


